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論　　文　　の　　要　　旨
＜目　的〉
　住血吸虫症は現在世界中で患者数2億人を数え，肝線維症の原因としても，一番頻度の高い疾患で
ある。近年化学療法剤プラジカソテルの開発により，肝線維化の進んだ慢性期でも治療効果が期待で
きるようになったが，治療による病態変化を判断するよいパラメーターがないのが実状である。本研
究では，そのようなパラメーターとして超音波断層検査や血清胆汁酸の有用性を検討し，同時に日本
住血吸虫症の肝エコーパターソを実用的に新しく分類することを試みた。
＜対象及び方法〉
　先ず家兎を用いて様々な感染時期の日本住血吸虫症について，プラジカソテルの治療効果を主に超
音波像や病理組織学的な変化から実験的に検証し，その後フィリピソで実際の臨床例に対して応用を
試みた。
　家兎に日本住血吸虫セノレカリアを200もしくは300経皮感染させ，6週，12週，24週後にプラジカソ
テル王00mg／㎏を経口投与し，各々を急性期・亜急性期・慢性期の治療モデルとして非治療群の感染
家兎と比較した。それとは別に，1989年フィリピソ，レイテ島において日本住血吸虫症患者102例を対
象として肝超音波検査と血液検査をおこなった。その後102例は全例ブラジカソテル20mg／㎏×3の経
口投与を受げたが，そのうち52例が3ケ月毎にフォローされた。
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＜結果及び考察＞
（王）超音波断層検査の有用性
　実験的日本住血吸虫症において，門脈領域の繊維化に伴い高輝度点状・線状エコーを示すものが多
くなった。実際の臨床例でもそのような高輝度エコーが肝線維化の示唆される例で多くみられ，超音
波検査は肝脾腫型日本住血吸虫症の診断に有用で治療の指標にもなり得ることが示された。
（2）肝のエコーパターソの新分類　　　　’
　フィリピソ，レイテ島では日本での報告にみられるような典型的な網目状パターソを示すような例
はあまりみられず，マソソソ住血吸虫症で多く報告されているような超音波像を示すものもあった。
肝超音波断層像は新しく，typed0，㎜ma1；type　Hi鵬ar；type2，nodωar；type3，networkの4パ
ターソに分類されたが，この分類法は，治療後の変化を検討する上でも実用的であった。
（3）血清胆汁酸測定の有用性
　実験的日本住血吸虫症で総胆汁酸の未梢血中の値は，肝臓単位体積当りのヒドロキシプロリソ含量
と高い相関を示した。また実際の臨床例で血清総胆汁酸の値は，治療後有意に減少する例が多く，慢
性期の日本住血吸虫感染のプラジカソテル治療の指標として，注目された。
審　　査　　の　　要　　旨
　ことに発展途上国において重要な疾患である日本住血吸虫症の病態及び治療効果を早期かつ簡便に
把握するために動物実験，臨床例を対象にして得られた有益な知見を記載した論文である。こ二れらの
知見は将来，本症の治療体系の確立に重要な基礎資料を提供するものと思われる。その成果は十分医
学博士論文として評価しうるものと考える。
　よって，著者は医学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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